
チャオプラヤ川流域における降雨流出氾濫予測

(m)

計算対象領域 : 163,293 km2

計算対象期間：
2011/07/01 0:00 (UTC) – 2011/11/30 0:00 (UTC)

入力降雨 : 
 2011/07/01 0:00 (UTC) – 2011/10/31 15:00 (UTC)

3B42RT (TRMM等による衛星観測降雨)
(3時間毎、空間分解能：0.25°)

 2011/10/31 18:00 (UTC) – 2011/11/8 12:00 (UTC)
気象庁全球数値予報モデルGSM予測結果
（予測リードタイム: 8日、12時間毎に更新）

 2011/11/8 15:00 (UTC) – 2011/11/30 0:00 (UTC)
2010の同期間の3B42RTによる観測降雨

• 広域氾濫の状況把握と予測を目的に、降雨を入力と
して河川流量と洪水氾濫とを一体的に解析する降雨
流出氾濫モデル(RRIモデル)を適用する。

• この計算は衛星による地形情報・降水情報をもとに
して行ったものであり、より詳細な検討においては、
人工構造物や潮位の考慮、また過去・現況の水位
データ等を用いたパラメータの同定が必要である。

SRTM標高＋HydroSHEDS河道

(ICHARM, as of Nov 1)
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2011/10/13の計算浸水深（Case 4）2011/10/13のMODISによる想定浸水域

• チャオプラヤ中下流域の10/13時点での洪水氾濫域を概ねRRIモデルは再現できている。
• バンコクの浸水については、潮位の影響を考慮していないので、再現できない。
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今後の浸水想定

１１月末も浸水が残る可能性があるというシミュレーション結果を得ている。
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（ICHARM １１月１日作成）

11月1日 11月30日11月15日

※ICHARM(土木研究所水災害・リスクマネジメント国際センター）が計算した降雨流出氾濫モデルによる計算。
（2011/7/01～10/31 15:00衛星観測降雨、2011/10/31 18:00～11/8/12:00気象庁予測値、2011/11/8 15:00～11/30を2010年度の実
績降雨量を与えた場合の想定浸水深。）
※ ダムや堤防の効果、河口潮位の影響は考慮していないので、特に下流域のバンコク付近の浸水については、不確実性大。
※ 地形図はHydroSHEDS(USGS)をもとにICHARMで作成。

北部の水位は徐々に
低下していくものの、
チャオプラヤ河下流域
には浸水区域が残る。
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